

























Sugiura Jugo's Study in Britain and the Subsequent 






















































重んじた。杉浦は、名化学者ロスコー [H.. E Roscoe]とショレマー [C.Schorlemmer]両教授の
下で研究し、数編の化学論文を発表し、高い評価を受けた。そのときロンドン大使の井上馨に実業
家になるよう勧められたが、杉浦は実業に関心を示さず、ショレマーがいう「学問は学問のために
せよJ( science for its own sake )という考えに従うと決める。杉浦の成績はいつも優等であ
ったが、ある試験で2位に落ちたため、日本の代表者としてイギリス人に負けたことを恥と感じて
ーオーエンス・カレッジを辞め、転校することになった。
第五章【 IntellectualInfluences 】では、イギリスで受けた思想的な影響を分析する。 19世
紀に理学の進歩が大変早くて、理学万能と信じられた時代であった。理学に基つ'いていない知識を
信用しないとまで考える人も数多かった。理学者が思想、界で高い位置を占めた。当時に杉浦が最も
尊敬した「哲学者」も数学者・物理学者ケルヴィン [WilliamThomson， Lord Kelvin]であった。
ドイツ人のショレマー教授がマルクスの親友及び理学顧問で弁証法的唯物論を論じた。進化論の影
響力が圧倒的で、理学に興味を持っていない人も生存競争・弱肉強食のような用語を使って様々な





















































































さて、本論文「杉浦重剛の留学体験とその後の思想展開 Sugiura Jugo's Study in Britain and 
the Subsequent Development of his ThoughtJの構成は、次の通りである。
序章[Introduction J 
第一章 [EarlyEducation J 
第二章[Kaisei School & the Ryugaku System J 
第三章 [Encounterwith Victorian Britain J 
第四章[Owens Col1ege J 
第五章[Intel1ectual InfluencesJ 
第六章 [SocialLife J 
第七章[N ational Essence J 
第八章[N ationa1ism J 
第九章 [Mora1ityand Re1igion J 
第十章 [ScientificMora1ity J 






























































一第九章 [Moralityand Religion Jでは、杉浦における道徳と宗教の関係が分析される。と
ころで杉浦がイギリス留学中に影響を受けた進化論は、キリスト教と対立状態にあった。
杉浦はいわゆる「ピクトリア朝期の信仰の危機」を体験した。そして杉浦は物理的法則を
人間の行動に適用して倫理を説明してみようと試みた。杉浦は、「人間の慮世の大道も、
物理上の大原則に支配されぬことはない」という認識に基づいて、「人間の慮世Jに「物
理の定則」具体的には「エネルギ一保存の法則」と「波動理論」を適応し、「人間の慮世J
を律する道徳を科学で基礎づけた。杉浦は「仮りにこれを『理学宗』といふ名称で主張し
た」と言う。
第十章[Scientific Morality Jでは、この、杉浦独特の道徳論=i理学宗」が分析される。
「人事も物理の定則を離れず」と考える杉浦は、「人事」に「物理の定則」具体的には「エ
-24-
ネルギ一保存の法則」を適応する。杉浦によれば、原因のない結果はないのであるから、
「善困には善果を得る」という形でエネルギーが保存されていく。そして杉浦は、万世一
系の皇統が存続する日本では、皇室が一番強いエネルギーの源であるとして、結局天皇制
を正統化することになった。また、個人や国家の栄枯盛衰は「波動理論」で説明される。
では、「波動理論」から見て皇室の衰退はあるのかないのか、杉浦に即して追究してほし
かった、と評者は考える。
第十一章[Confucian Rationalism Jでは、杉浦がともに強い影響を受けた日本的儒教と「理
学」とが分析される。第一章で分析されたように杉浦の基礎的素養は儒教であった。帰国
後の杉浦は、留学体験で獲得した「理学」をもって『易経』を初めとする諸経書を「物理
の法則」で合理的に説明しようとした。杉浦によれば、『易経」は「エネルギ一保存の法
則」とその結果として起こる「波動理論」に基づく書物であった。従って、杉浦は、『易
経』を経験に基づく法則的予測を行う「理学」と同じものと見倣した。こうして『易経』
を手本として儒教的合理主義が西洋近代の科学的合理主義によって再解釈され、近代化の
促進要因とすることが企図された。
第十二章[StateJでは、杉浦における国家と個人の関係が分析される。杉浦は、「最大
幸福」の追求という功利主義的原理から、国家と個人の調和を図ろうとする。杉浦によれ
ば、「人は社会的の動物」であるから、「他ヲ利スルノ心ナケレパ、到底最大幸福ヲ得ル」
ことができない。また杉浦によれば、「自愛」と「愛国」は相重なるものであった。そし
て日本の国家は、杉浦にとって、「万世一系の皇統」のもとに「各個人が其個人的利益を
後にし国家的利益の為めに結合」しているものであった。ここには、個人の幸福に優先す
る国家の存在がある。これが、杉浦の言う、ナショナリズムと個人主義の調和であった。
以上の分析を踏まえて、終章[Conc1usion Jでは、日本の近代化の中で杉浦の思想がま
とめられる。筆者によれば、杉浦の思想は一つの詩に象徴的に集約される。
「敷島の大和心を種として、読めや人々異国の文。」
以上概観したように、筆者の杉浦重剛研究は、それまで部分的にしか研究されてこなか
った杉浦重剛を、彼の留学体験がその後の思想展開に与えた絶大なる影響に着目して、全
面的に検討し、従来にない杉浦重剛像の構築に成功している。筆者の分析は、杉浦が影響
を受けた師の学問内容、当時の思想的潮流、さらに同年代の思想家との比較検討にまで及
んでいて、筆者の学識の深さが伺えるだけでなく、論文そのものが説得的になっている。
また、本論文は、ごく一部に推蔽を要する部分が残っているが、全体に明断で流麗な英
文で書かれている。しかも、様々な日本語の文体(擬古文、韻文、漢文、俗語など)が的
確に英訳されて引用されており、筆者の日本語運用能力と資料処理能力の高さが証明され
ている。
以上のことから、.審査委員一同は、本論文が博士(国際学)の学位に値する業績である、
という結論に達した。
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